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伯耆町総合教育会議 会議録(この会議録は発言を要約したものである。)

召 集 年 月 日 平成 30 年 10 月 17 日（水） 

召 集 場 所 伯耆町役場 分庁舎 ５階議場 

開 会 時 間 午前 10 時 00 分 

分 伊藤委員長 開会宣言

出席者 

町長：森安 保 

副町長：阿部 泰 

教育長:後藤 弥 

教育委員：仲倉玄雄、松岡和代、濱田真代 

事務局等 

出席職員 

総務課:斉下課長、若林室長 

教育委員会事務局:松原次長、野坂室長 

会議録作成 

職   員 

総務課室長 

若林成人 

提 出 議 案 等

１ 開会 

２ 議題 

（１）平成３１年度教育の重点について 

  ①学校教育 

  ②社会教育 

３ その他 

４ 閉会 

閉 会 時 間 午前 10 時 50 分 

会 議 の 顛 末 

後藤教育長 

【開会あいさつ】 

・子育てするなら伯耆町と言われるくらい環境は整ってきたが、将来を見

定め、安定的に取り組んでいく必要がある。 

・本会では、将来的な展望を考えていきたい。 

斉下課長 議題について、教育委員会から説明をお願いします。 

松原次長 

【議題（１）説明】 

「伯耆町教育振興基本計画（H30-H32）の概要」について、資料に 

基づき説明。 
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松原次長 

【議題（１）①説明】 

「（１）平成３１年度教育の重点について ①学校教育 小中一貫した外国

語（英語）教育の充実」について、資料に基づき説明。 

野坂室長 

【議題（１）②説明】 

「②社会教育 青雲寮の社会教育施設への移行及び整備」「図書館の利用向

上に向けた取組」について、資料に基づき説明。 

松原次長 
説明内容「小中一貫した外国語（英語）教育の充実」について、意見等はあ

りますか。 

後藤教育長 

・先行実施するものであり、ＡＬＴを小学校にも配置し、先生の配置にも恵

まれている。この機に英語教育の少しでもレベルアップを図りたいと考えて

いる。 

森安町長 

・日常、日本語を使っているのでレベルアップは難しいが、外国語、外国人

に慣れるしかない。 

・インターネットを利用した教材、家庭でも英語に触れることができる通信

の時代が訪れる。学校の先生だけでは限界があるため、そういったシステ

ム等の助けを借りながら進めていくのではと思う。 

・英検については、応援していく必要がある。 

後藤教育長 
・大学入試にも、英検、民間の試験も取り入れられていく。そのため、英検

をとっておくことは将来的に良い。 

濱田委員 

・ＴＯＥＩＣと英検は質が違う。ＴＯＥＩＣは、社会・ビジネスの現場で使

うような英語であり、社会経験のない小中学生には難しい。まずは英検で

なれることが必要。高校になればＴＯＥＩＣも受けられるようになる。 

森安町長 

・大学入試に取り入れられるようになると、英語を話せる環境で格差が生ま

れる。小中学生では、説明があった内容で良いのではと思う。日常的に外

国語に触れるためには情報通信の進歩、教材の進歩に期待する、注視して

ほしい。 

松原次長 
・英語のデジタル教科書についても、一部ＱＲコードを読み取り英語発音が

出たりするものもある。今後進歩していくと考える。 

森安町長 

・５Ｇ（第５世代移動通信システム）が普及すれば、生活環境も変わってく

る。学校教育においても、先に進む必要はないが、情報通信、教材がどう

変わって、条件整備をどうしていくかは、注意しながら考えていく必要が

ある。 

・英検については、応援するということで来年度に向けて考えてほしい。 

松岡委員 

・外国人に触れる機会があるが、スマートフォン等の機器で外国語が簡単に

変換できる。それがあるから勉強しなくてよいとなられては困るが、外国

語に触れる切っ掛けとしては良いのではないか。 
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後藤教育長 ・ベースを作ったうえで、使えるようになれば良いと思う。 

森安町長 

・会話となると、ある程度の基礎がないとできない。外国人の来訪者も多く、

外国人がいることは日常的になっている。意思疎通は難しいが、会話でき

なくても国際理解は大事だと思う。 

仲倉委員 

・英語教育において良い結果が出ているので、すぐにできるようになるわけ

でないので、その基礎を積み上げていくことが大事。 

・小学校にも先生が加配されているが、引き上げられたときの対応を考えて

おく必要がある。本町の教育環境は充実しているが、地域の人材も含め今

後の指導者の確保を課題として考え、取り組んでいきたい。 

後藤教育長 

・小学校には、かつて中学校のエキスパート教員だった者を英語専科教員と

して配置してもらっている。中学校経験あり、ＡＬＴとのコミュニュケー

ションが図れ、学校の中でコーディネートをしていただいている。３年間

の期限であるが、県教育委員会に配置を引き続き要望していきたい。 

森安町長 
・地域の人も含め、人材確保はしていかないといけない。外国人が身近にい

るという環境は必要なので、ＡＬＴは減らせない。 

後藤教育長 ・地域の人も含め、トータルで人材確保していきたい。 

松原次長 
説明内容「青雲寮の社会教育施設への移行及び整備」について、意見等はあ

りますか。 

後藤教育長 
・有効活用できる施設である。すこやか村がなくなるため、そちらの使用者

が青雲寮を使うようになる。 

森安町長 

・社会教育施設として、どういった、どれくらいの人が、どういった内容で

使うのか、そのためにどう改修するかの計画（基本構想）を、まずは議会

に諮る必要がある。 

後藤教育長 

・他町は大山青年の家で通学合宿を行っているが、食事等の提供がある。本

町の場合、青雲寮があるため、買い物から調理まで児童が行っている。子

ども達に貴重な経験をさせる良い場と考えている。 

松原次長 説明内容「図書館の利用向上に向けた取組」について、意見等はありますか。
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後藤教育長 

・移動図書館・出前図書館は良いと思っている。 

・学校図書館の利用については、学校とも協議が必要である。八郷小学校は

図書館施設が別棟であるため利用しやすい。二部小学校については、職員

室を通って２階に行くことになるので利便性が悪い。将来的には複合施設

として活用することも考えの一つとして検討したい。 

森安町長 ・複合施設として活用することについては、理解していただくことが必要。

後藤教育長 

・日光小学校を公民館とした時、調理室を１階にした。やはり公民館は調理

室がポイントになる。今は、校舎１階に理科室、３階に調理室があるため、

入れ替えることで複合施設の公民館としての利便性は上がる。問題は図書

室が２階にあること。 

森安町長 
・二部小学校は複式学級となってきているため、住民の皆さんが立ち寄り、

ふれあいが生まれることが、小学校、地域全体のプラスになると思う。 

阿部副町長 ・二部小学校校舎の左側一部を公民館として活用することはできるか。 

森安町長 

・左側の増築棟は、公民館仕様に近いため可能ではないか。例えば、ランチ

ルームは、給食の時間以外に住民の皆さんに使用してもらうこともできる

のではと考える。 

・公民館運営審議会等で検討してほしい。二部小学校の児童数が減少してき

ているため、公民館との複合施設とすることで、賑わいを創出することが

できるのではないか。 

・学校を運営するのは大人であり、教育委員会の職員ではあるが、公民館職

員の 1・２名の大人が増えることは良いことではないか。 

後藤教育長 

・今回説明した二部公民館に設置する図書システムを二部小学校の図書室に

設置し、地域の方に足を運んでもらい、学校を見て、図書室を活用しても

らうことが検討に向けての契機となるのでないかと思う。 

森安町長 

・今年度、二部老人憩の家を解体し消防車庫を移築する。小学校周りに施設

が集約されてきているので、もう少し学校を賑やかにしていきたいという

思いがある。学校と公民館との複合施設について検討をしてほしい。 

斉下課長 

（そのほかに意見等が無いことを確認した。） 

（次に「その他」の案件がないことを確認した。） 

以上で閉会します。 


